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豊かな自然、産業、文化に恵まれた 「彩の国埼玉」。首都東京に隣接し、
大きな発展を遂げてきている、若い世代が多く活力のある埼玉県におい
て、10月23日（木）・24日（金）の２日間、第66回全国連合小学校長会研究協
議会が全国から約3000名の参加者を得て、盛大に開催された。

本大会は、新たな研究主題を掲げた研究大会の２年目となる。１日目
は、開会式・全体会の後、13の分科会に分かれて活発な協議が行われた。
２日目には 「未来をつくる誇り高き子どもたち」 を主題としたシンポジウ
ムが、堀尾正明氏・山田香織氏・林家たい平氏をシンポジストに迎え、小
泉与吉調査研究部長の進行で行われた。

閉会式では 「旅立ちの日に」 を合唱し、感動のうちに大会の幕を閉じた。

「生きる力と絆」に重きをおいた教育
─自立、協働、創造、社会貢献─

第66回全連小研究協議会埼玉大会成功裡に終わる
平成26年10月23日（木）〜24日（金）大宮ソニックシティ及び周辺会場

 新しい知を拓き  人間性豊かな社会を築く
 日本人の育成を目指す小学校教育の推進

〜共に生きる知恵を磨き  心結ぶ未来社会をつくる  誇り高き子どもの育成〜

大　会　主　題

　

　１　開会のことば	 加藤誠雄　大会副会長
　２　国歌斉唱
　３　あいさつ	 堀竹　充　大会会長
　	 高瀬　浩　大会実行委員長
　４　祝　辞	 文部科学大臣　下村博文様
	 （代読　文部科学審議官　前川喜平様）

　	 埼玉県知事　上田清司様
	 さいたま市長　清水勇人様
	 （代読　さいたま市副市長　本間和義様）

	 埼玉県教育委員会教育長　関根郁夫様
　５　来賓紹介
　６　閉　式

 開　会　式

第66回全国連合小学校長会研究協議会埼玉大
会が歴史と文化に彩られた埼玉の地を会場に開
催できることを心からお喜び申し上げる。
文部科学審議官前川喜平様、埼玉県知事上田
清司様、さいたま市長清水勇人様、埼玉県教育
委員会教育長関根郁夫様、さいたま市教育委員
会教育長稲葉康久様をはじめ多くのご来賓の皆
様のご臨席を賜り盛大に開催できることに心よ
りお礼申し上げる。
昨年度はいじめや教員等による体罰が問題と
なり校長による子どもの健全な成長を保障する
学校づくりや未然坊止のための体制づくり、教

世界で活躍する人材を育成する

堀竹　充　大会会長
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員の意識改革等が大きな問題となった。学校は
子どもが安心安全な環境の中で個性を育み、能
力を高め、成長の可能性を拡げる良質な教育環
境を提供しなくてはならない。校長はこれらの
使命を自覚し、信頼の確立を図ることが重要で
ある。そのために信念と自覚をもって経営方針
の策定と実施に取り組み、組織の活用や教員の
指導力向上に向けた施策の立案に積極的にリー
ダーシップを発揮することが求められている。
道筋の明示が学校、教職員を変えることに繋が
る。使命を自覚し保護者や地域の信頼を確立す
ることに全力を傾けなくてはならない。
教育改革の動きはそのスピードを増し、新た
な日本の教育の姿が明らかになろうとしている。
校長は自ら情報収集力や分析力を磨き、これか
らの学校教育に求められていることを明確に理
解する必要がある。教職員に学校教育のあるべ
き姿を正しく伝え、先の見通しをもたせて一体
となって改革に取り組ませていくことが校長の
あるべき姿である。
世界を舞台に活躍できる人材に求められてい
る資質や能力を明らかにし、社会参画に積極的
に取り組む人材を育成するための在り方につい
て今後の研究や調査活動で明らかにしていく必
要がある。
新たな研究主題に基づく実践の交流と議論の
場の充実がより一層求められる。埼玉県校長会
が「共に生きる知恵を磨き	心結ぶ未来社会をつ
くる	誇り高き子どもの育成」を副主題に一丸と
なって真摯に研究を進めてきたことは意義深い
ことである。研究の成果が全国の小学校の教育
活動の充実に大きく貢献すると確信している。
会場内の皆様の大会への強い期待とこれから
の教育をつくっていくという熱い気持ちを分科
会での活発な議論に結びつけ、その成果を各都
道府県に持ち帰り、それぞれの地区での学校経
営の充実、一人一人の校長の経営力の向上に役
立てていただきたい。
大会の運営を推進してきた高瀬浩大会実行委

員長をはじめとする役員の皆様、埼玉県小学校
長会の皆様、関東甲信越地区小学校長会連絡協
議会の皆様、関係の皆様に深く感謝を申し上げ
る。

この度、「彩の国埼玉」において、第66回全
連小埼玉大会を開催できたことは大きな誇りで
ある。第66回関東甲信越地区小学校長研究協議
会、第53回埼玉県公立小学校校長研究協議会を
兼ねての開催である。
埼玉大会開催に向けて₄年の歳月をかけて準
備してきた。郷土の偉人、渋沢栄一が唱えた
「忠恕の心」、これは真心と思いやりであるが、
埼玉県としておもてなしの心をもって皆様をお
迎えしたい。₂日間の日程の中で「忠恕の心」
を実現していきたい。
知識基盤社会の新たな進展やグローバル化、
少子高齢化の進行で激しい社会変動が予想され
る時代となっている。一人一人が生涯にわたっ
て絶えず知を更新し、自立、協働、創造の力を
養い、その成果を社会に生かしていくことが必
要となっている。
本大会では、大会主題「新たな知を拓き	人
間性豊かな社会を築く	日本人の育成を目指す
小学校教育の推進」を三重大会より引き継ぎ、
「共に生きる知恵を磨き	心結ぶ未来社会をつく
る	誇り高き子どもの育成」を副主題として実
践してきた。「自立、協働、創造、社会貢献」
がキーワードである。
大会主題や副主題、キーワードを実現する場
の一番目は分科会である。₅つの研究領域13の
分科会の中で校長の果たすべき役割と指導性が
明確になるよう具体的な事例を基にした協議を
していただきたい。分科会の充実が埼玉のおも
てなしであると考えている。二番目はシンポジ
ウムである。シンポジストとして₃名の方をお
迎えし、大いに語り合っていただきたいと考え
ている。多くを学び、それを各学校におもち帰
りいただきたい。
本大会の開催に当たり、文部科学省、埼玉県、
さいたま市並びに各教育委員会の皆様、全連小
並びに関東甲信越地区連合小学校長会をはじめ、
関係機関・団体の皆様のご理解とご協力に感謝
申し上げる。本大会が未来をつくる誇り高き子
どもたちの育成に向けて大きく成果を挙げるこ
とを祈念し、歓迎の言葉とする。

時代の要請に的確に応えていく

高瀬　浩　大会実行委員長
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第66回全国連合小学校長会研究協議会埼玉大
会が盛大に開催されますことを心よりお祝い申
し上げる。
第₂次安倍内閣は教育再生を最重要課題の一
つとして取り上げ取り組んでいる。日本の将来
を担う子どもたちは国の一番の宝であり、教育
は国の根幹をつくる国の最重要施策である。
昨年12月に発表されたＯＥＣＤの学習到達度
調査の結果では、読解力、科学的リテラシーの
分野でＯＥＣＤ諸国の中でトップとなり、数学
的リテラシーでも₂位になるほど過去最高の結
果となった。今年の全国学力・学習状況調査の
結果から、全国的に学力の底上げが進んでいる
ことが明らかとなった。このような状況から我
が国の学校教育は関係者の尽力により世界に誇
るべきものとなっている。一方、学習意欲の面
が引き続き課題となっている。自ら課題解決に
向かい未来を切り拓く子どもたちの育成に向け
て学力水準の一層の向上と豊かな人間性の涵養
に取り組むことが大切である。
教育基本法の理念に基づき、第₂期教育振興
基本計画の着実な実施に努めるとともに、教育
再生実行会議の提言を踏まえ、様々な観点から
教育再生に取り組んでいる。大きな社会問題に
なっているいじめ問題については、いじめ防止
対策推進法や基本方針を基に総合的な対策を推
進していく。また、よりよく生きる力の育成に
向けて、道徳教育の抜本的な改善・充実に取り
組んでいる。教育課程の改善に関しては中央教
育審議会からの答申を踏まえ、学習指導要領の
改訂に取り組んでいく。道徳の教材は「私たち
の道徳」を全国の小中学生に配布しており、家
庭や地域と連携を図った積極的効果的な活用を
お願いしたい。
さらに、土曜日の豊かな教育環境実現に向け
て、学校における土曜授業や地域における多様
な学習機会の充実を図るため、土曜日の教育活
動推進プランを実施している。
小学校の現行学習指導要領が全面実施されて
本年で₄年目となる。現行学習指導要領は知徳
体のバランスのとれた生きる力を育むことを目
指している。
子どもたちが高い志をもって成長し、社会の
中心となって活躍することができるよう、学
校・家庭・地域が一体となった取組を進めてい

く必要がある。その取組の中心として学校には
大きな役割が期待されている。一層の尽力をお
願いしたい。
今大会が所期の目的を達成するとともに、全
連小の益々のご発展を祈念し、お祝いの言葉と
する。

真摯な会場の雰囲気を体で感じている。がん
ばっている校長先生方に御礼申し上げる。
安倍内閣で₃本の矢が実行され成果が上がっ
ているが、成長戦略は先行きが見えない。経済
を成長させる最も早道は世界トップレベルの学
力を身に付けることである。世界トップレベル
の学力があればＧＤＰを₆％引き上げることが
できる、学問の力が経済を支えていくという話
があり、私もそのように思う。
人材こそ日本の資源である。人材をどう育て
ていくのかを今後考えていく必要がある。
憲法に16の権利、10の自由、₃の義務の条文
がある。₃つしかない義務の内、教育を受けさ
せる義務は大変重要である。困難な時代に現場
で一生懸命やっている校長先生方のリーダー
シップに敬意を表する。
本大会の盛会、成果を大いに期待し、歓迎の
意を表したい。

さいたま市は誕生から14年、政令指定都市と
なってから12年が経過する。これからの100年
を見据えた活力ある街づくりを進める観点から
市民一人一人が幸せを実感できる都市の実現を
目指している。
教育では、学校・地域・家庭・行政の強い結
び付きにより地域全体で取り組むなど、未来を
担う子どもが心身共に健やかに育ち自立するよ
う日本一の教育都市の実現を目指して取り組ん
でいる。
さいたま市は中山道の宿場町として発達して
きた。東日本の交通の要所である。鉄道博物館
や盆栽美術館などもある。さいたま市の魅力の
発信に取り組んでいる。埼玉の魅力にも触れて
欲しい。
本大会開催に当たりご尽力いただいた関係者
の皆様に心から感謝申し上げる。

下村文部科学大臣祝辞代読（要旨）

文部科学審議官　前川喜平様

埼玉県知事祝辞（要旨）

埼玉県知事　上田清司様

清水さいたま市長祝辞代読（要旨）

さいたま市副市長　本間和義様
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来年₄月より新しい教育委員会制度が始まる
など様々な教育改革が進められている。
埼玉県では学校教育の充実、日本人教育の推
進など施策ごとの重点的な取組を示した「埼玉
県教育行政重要施策」を定め取り組んでいると
ころである。その中でも確かな学力を付ける、
グローバル化に対応した人材の育成などを最重
要課題と位置付けている。
本年度から₂期目の教育振興基本計画「生き
る力と絆の埼玉教育プラン」を策定し、次代を
担う子どもたちが知徳体の基盤の上に生きる力
を伸ばそうとしている。小中₉年間の学びや育
ちの連続性を重視した取組や学校・家庭・地域
が一体となった教育の推進に取り組んでいる。
この中で校長先生の果たす役割が大変重要に
なっている。校長としての明確なビジョンを示
し、学校の課題解決に向けて積極的に学校経営
を行ってほしい。また、各学校で積み上げてき
たよさの確認もしていくことが必要である。
本大会主題に沿って、熱心に研究協議が進め
られることは大変重要であり、成果に期待して
いる。

文部科学省の施策について説明を申し上げる。
これまでに、教育再生実行会議では「いじめの
問題等への対応について」「教育委員会制度等
の在り方について」「これからの大学教育等の
在り方について」「高等学校教育と大学教育と
の接続・大学入学者選抜の在り方について」「今
後の学制等の在り方について」の₅つの提言を
している。さらに、₃つの分科会別で議論を
行っている。第₁分科会が「これからの時代に
求められる能力を飛躍的に高めるための教育の
革新」、第₂分科会が「生涯現役・全員参加型
社会の実現や地方創生のための教育の在り方」、
第₃分科会が「教育立国実現のための教育財源
など教育行財政の在り方」である。
道徳教育について中央教育審議会の答申では、
道徳を特別の教科と位置付けている。これは検
定教科書を使って道徳の授業を行うことになる。
道徳教育改訂については、全体の学習指導要領
の改訂に先行して行われる予定である。
英語教育について英語教育改革実施計画では、
小学校₃年生から外国語活動を始め、₅年生か
ら教科として週₃コマの英語教育を行う計画で
ある。平成30年度から段階的に先行実施し、平

成32年度に全面実施するとのことである。教科
としての英語を行うには、英語の免許状をもっ
た教師が必要になるため、専科教員の配置等が
今後の課題である。
これからの学校教育を担う教職員やチームと
しての学校の在り方については、教員とは異な
る専門性や経験を有する専門的スタッフを学校
に配置し、教員と連携して専門性を発揮し、学
校組織全体が、一つのチームとして力を発揮す
ることをねらいとしている。
新たな教職員配置については、我が国の教員
₁人当たりの児童・生徒数は、ＯＥＣＤ平均よ
り依然として多く、これを平均並みにしたいと
考える。ただし、これまでのように35人学級を
目指すのではなく、教育の質を改善するためで
あり、活用方法は各教育委員会に任せたい。
学校規模の適正化については、学校が小規模
化することで生じる課題を、何らかの方法で克
服していきたい。その一つの方法として、複式
学級の編制基準の見直しがある。また、可能で
あれば統合するという方法も効果的な選択肢で
あり、各市町村が主体的に統合することを、文
部科学省は支援していきたい。
いじめの問題については、各学校に基本方針
の策定や組織の設置を義務付けている。いじめ
が起こりにくい学校づくりとともに、重篤な事
態が生じた際には、学校と教育委員会の責任に
おいて調査を行い、調査結果に不備がある場合
には、首長の指示により再調査するなど、自治
体全体で取り組むことが求められている。
不登校については、教育再生実行会議の第₅
次提言でフリースクールについて重要なことを
提言している。フリースクール等の位置付けに
ついて、就学義務や公費負担の在り方を含め検
討するというものである。
土曜授業については、学校教育法施行規則を
改正し、設置者の判断により、土曜授業を行う
ことが可能であることをより明確化した。ただ
し、教職員の勤務時間が決まっているため制約
がある。
特別支援教育については、インクルーシブ教
育システム構築ということで、一般の小中学校
で障害のある児童生徒を、極力受け入れる方向
で進めている。様々な対応が生じるため、定数
改善が必要と考える。
小中一貫教育については、中央教育審議会の
答申を受け、これまで自治体が進めてきた小中
一貫教育を後押しするため、学校教育法に新た
な種類の学校を設ける改正案を来年の通常国会
に提案する予定である。そのためには、小中学
校の先生方が交流できるように、教員免許制度
の工夫が必要であると考える。

埼玉県教育委員会祝辞（要旨）

埼玉県教育委員会教育長　関根郁夫様

文部科学省講話（要旨）

文部科学審議官　前川喜平様
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教育再生実行会議から₅次にわたる提言が出
されるなど、新たな時代の要請に応えるための
学校教育の充実を図る改革が進められている。
全連小は、このような状況を踏まえつつ、教員
の子どもと向き合う時間の確保、質の高い教育
の推進のための施策について、国に対して積極
的に働きかけを行っていきたい。今後も各都道
府県校長会、地区校長会との連携を一層深め、
全連小としての組織・機能の充実を図るととも
に、関係機関との連携を密にし、本会としての
方針や活動内容、その成果を発信し、積極的な
提言を行っていく。
本年度の主な本部の活動について報告する。
₅月22日、第217回理事会が開催され、会長、
副会長、常任理事の互選、及び監事の選出を
行った。
₅月23日、第66回総会・研修会が行われ、₁
〜₅号議案すべて承認された。
₇月10日には、常任理事による要望活動を行
い、文部科学省・財務省・総務省の大臣・副大
臣・政務官・省内各課長を訪問し、要望書を提
出した。
₇月26日〜₈月₁日までの₇日間、20名の参
加者により、ニュージーランド海外教育事情視
察を行った。現地の学校とクライストチャーチ
教育省を訪問した。

また、₃地区対策・調研担当者連絡協議会が、
₉月25日、10月₂日、₃日に東京、大阪、福岡
の会場で開催された。
今後とも、全国の小学校の教育活動充実のた
め、協力をお願いする。

大会主題は、昨年度三重大会から₂年目とな
る「新たな知を拓き	人間性豊かな社会を築く	日
本人の育成を目指す小学校教育の推進」である。
三重大会の成果を受け継ぐとともに、大会主題
の理念を推し進めることを目指し、副主題を
「共に生きる知恵を磨き	心結ぶ未来社会をつく
る	誇り高き子どもの育成」と設定し、大会キー
ワードを「自立、協働、創造、社会貢献」とし
取組を進めてきた。
魅力的で質の高い教育活動は、子どもたちに、
共に生き、知恵を磨き合い、高め合うことの喜
びと自信を生む。その基盤の上に、心を結び、
誇りをもって、よりよい未来社会を創造しよう
とする確かな意志と力を育みたい。
研究領域については、三重大会と同様₅領域
とした。13の分科会の研究課題や視点について
は、三重大会の成果と課題を引き継ぎ、新たな
制度改革などの潮流にも注視しながら検討し、
継続性と連続性の視点から、内容の明確化、重
点化を図り、研究が一層具体的で実践的なもの
になるようにした。
分科会をより充実させるため、発表内容の十
分な理解や活発な意見交換ができるように、大
会要録の事前送付やワークショップ型グループ
協議を取り入れるなどの工夫をした。
全国各地の提言や活発な討議が、彩の国埼玉
にふさわしい彩りとなり、知恵を磨き、心結ぶ
未来社会をつくるための方向性を見定めた確実
な一歩になるように願っている。
＜分科会の研究課題及び研究の視点＞
Ⅰ　学校経営
第₁分科会「経営ビジョン」
研究課題：	明確なビジョンに基づく創意と活力

に満ちた学校経営の推進
　視点₁：	子どもの未来を見据えた明確な学校

経営ビジョンの策定
　視点₂：	明確なビジョンに基づく創意と活力

に満ちた学校経営の推進

 司　会　　角田　守　大会実行副委員長

₁ 本部報告

₂ 大会主題・研究課題趣旨説明

₃ 大会宣言に関する提案

第₁日　全　体　会

本部報告（要旨）

高橋俊明　対策部長

大会主題・研究課題趣旨説明

大谷一義　埼玉大会研究部長
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第₂分科会「組織・運営」
研究課題：	学校経営ビジョンの実現を図る活力

ある組織づくりと運営
　視点₁：	学校経営ビジョンの実現に向けた運

営組織構築の刷新
　視点₂：	誇り高き子どもを育むための活力あ

る運営
第₃分科会「評価・改善」
研究課題：	学校教育の充実を図る評価・改善の

推進
　視点₁：	「新たな知を拓く」教育を実現する

ための学校経営の推進
　視点₂：	学校づくり・人づくりを推進するた

めの学校評価・教職員人事評価の工
夫

Ⅱ　教育課程
第₄分科会「知性・創造性」
研究課題：	知性・創造性を育む教育課程の編

成・実施・評価・改善
　視点₁：	これからの社会を生き抜くための学

力を育む
　視点₂：	共に生きる知恵を磨き、高め合う教

育活動の創造・推進
第₅分科会「豊かな人間性」
研究課題：	豊かな人間性を育む教育課程の編

成・実施・評価・改善
　視点₁：豊かな心を育む道徳教育の推進
　視点₂：	心結ぶ未来社会をつくる人権教育の

推進
第₆分科会「健やかな体」
研究課題：	健やかな体を育む教育課程の編成・

実施・評価・改善
　視点₁：	たくましく生きるための体力を育む

教育活動の創造
　視点₂：	主体的、実践的な能力や態度を育む

健康教育の推進
Ⅲ　指導・育成
第₇分科会「研究・研修」
研究課題：	学校の教育力を向上させる研究・研

修の推進
　視点₁：	教員の資質能力を高める校内研究・

研修の推進
　視点₂：	教職員に展望や参画意識をもたせる

研修の推進
第₈分科会「リーダー育成」
研究課題：	これからの学校を担うリーダーの育

成
　視点₁：	確かな展望をもち行動できるミドル

リーダーの育成
　視点₂：	変化の時代を生きる人間性豊かな管

理職人材の育成
Ⅳ　危機管理
第₉分科会「学校安全」
研究課題：命を守る安全・防災教育の推進
　視点₁：	自ら考え、判断し、行動できる子ど

もを育む安全・防災教育の推進
　視点₂：	地域との連携を図った意図的・計画

的な学校安全・防災の推進
第10分科会「危機対応」
研究課題：様々な危機への対応
　視点₁：いじめや不登校等への適切な対応
　視点₂：	高い危機管理能力をもつ組織育成の

ための意図的・計画的な取組の推進
Ⅴ　教育課題
第11分科会「社会形成能力」
研究課題：社会形成能力を育む教育の推進
　視点₁：	社会に貢献する資質能力・態度の育

成を目指す教育活動の創造
　視点₂：	豊かな未来の実現に貢献する力を育

むキャリア教育の推進
第12分科会「自立と共生」
研究課題：	自立と共生を図り実践的態度を育む

教育の推進
　視点₁：	子どもの自立を図る特別支援教育の

推進
　視点₂：	心結ぶ未来社会の実現に向けた実践

的態度を育む環境教育等の推進
第13分科会「連携・接続」
研究課題：	家庭・地域等との連携と異校種間の

接続の推進
　視点₁：	家庭・地域等と連携した開かれた学

校づくりの推進
　視点₂：	異校種間の学びの連続性を重視した

取組の推進
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昨日の13の分科会では、熱心に協議をしてい

ただいた。貴重な発表をいただいた発表者の皆

様、司会・記録等運営に携わった皆様、分科会

の趣旨に沿って協議いただいた皆様に感謝を申

し上げる。研究協議のまとめは、次の₃点であ

る。

１　大会副主題・分科会協議について

副主題「共に生きる知恵を磨き	心結ぶ未来

社会をつくる	誇り高き子どもの育成」と大会

キーワード「自立、協働、創造、社会貢献」に

ついては次のとおりである。「共に生きる知恵

を磨き」に関しては、特に第₄分科会「知性・

創造」で解明していただいた。「自立」「協働」

については、第₆分科会「健やかな体」や第₉

分科会「学校安全」、第12分科会「自立と共生」

でまとめていただいた。「心結ぶ未来社会をつ

くる」ことに関しては、その態度形成について、

特に第₅分科会「豊かな人間性」や第11分科会

「社会形成能力」、第13分科会「連携・接続」で

解明していただいた。

各分科会では、各視点からの「校長の果たす

べき役割と指導性」についても明らかにした。

第₁領域「学校経営」では、実践例を通して経

営の在り方を、第₃領域「指導・育成」では、

将来的な人材育成策についてまとめていただい

た。これらの経営実践、教育活動により心を結

び、誇りをもって、よりよい未来社会を創造し

ようとする確かな意志と力を育むことができる

ものと確信した。

₂　分科会充実のための運営について

分科会充実のための工夫については次の３点

である。₁番目の「発表内容の理解と協議の充

実のための工夫」については、大会集録の事前

配布により、発表内容を十分理解していただき、

各分科会で本質的な協議が熱心に行われたこと

で、確かな成果を得ることができたと考える。

₂番目の「グループ協議、運営方法の工夫」に

ついては、ワークシートや付箋を用いたワーク

ショップ型のグループ協議により、積極的な発

言や意見交換が行われ、協議内容の整理や関連

を構造的に表すことに効果があったと考える。

₃番目の「研究の継続」については、趣旨説明

で三重大会の成果と課題を明らかにすることで、

それらを意識した協議が見られた。

₃　今後の発表・研究の進め方について

本大会の発表や協議を通して明らかになった

課題は次の₃点である。₁点目は、「研究から

実践へ」である。校長は、確かな教育理念、経

営理念をもたなければならないが、自校のため

に、より実践的、具体的であることが大切であ

る。他校の参考となるような、具体的な提言が

望まれる。₂点目は、「校長会が先駆的な担い

手に」である。学校が地域防災の担い手となる

よう、行政施策や地域改善に先駆ける校長会の

研究が望まれる。₃点目は、「継続と発展」で

ある。三重大会から埼玉に、そして山口大会に

研究を継続させ発展させるように、本大会の成

果と課題を経験の浅い校長や地域の校長に伝え、

発展させなければならないと考える。

埼玉大会の成果を、各都道府県に広めていた

だき、各学校での学校経営に生かしていただけ

れば有り難い。本大会の成果が、子どもたちが

共に生き、知恵を磨き合い、互いに心を結ぶ未

来社会をつくる誇り高き子どもたちの育成につ

ながることを願う。また、本大会の成果と課題

が大会主題₃年目となる来年の山口大会に引き

継がれ、より一層の成果が得られることを祈念

して、埼玉大会の研究協議のまとめとする。

研究協議のまとめ

大谷一義　埼玉大会研究部長

 司　会	 鹿川　豊　大会実行副委員長
₁ 研究協議のまとめ
₂ 大会宣言文決議
	 	 高野和夫　大会宣言文起草委員長
◇　シンポジウム

第₂日　全　体　会
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シンポジスト
キャスター
元日本体育大学客員教授	 堀尾正明氏
盆栽家　盆栽「清香園」五代目
彩花流盆栽家元　彩花盆栽教室主宰
	 山田香織氏
落語家
武蔵野美術大学客員教授	 林家たい平氏
コーディネーター
全連小調査研究部長	 小泉与吉

　全国連合小学校長会は、結成以来、我が国の小学校教育の充実・発展のため、真摯に研究と
実践を重ね、着実にその成果をあげてきた。
　昨年度開催の第65回三重大会から大会主題を「新しい知を拓き 人間性豊かな社会を築く 日
本人の育成を目指す小学校教育の推進」として実践的に研究を進めた。本大会に向けて、三重
大会の研究成果を引き継ぎ、大会主題の理念をさらに深化・充実・発展すべく組織をあげて鋭
意努力して取り組んできた。
　現在、知識基盤社会の進展やグローバル化の進行により、社会が激しく変化している。その
ような中、我が国では、国民一人一人が幸せを実感できる生活を享受でき、将来世代にも継承
できる持続可能な社会の構築が求められている。教育においては、これからの教育の在り方を
定めた第二期教育振興基本計画が推進されるとともに、教育再生実行会議の数次にわたる提言
及び中央教育審議会の答申等に基づく、国の教育改革が具体的に進められている。
　このような国の動向を注視しつつ、東日本大震災の教訓を生かし、「生きる力」を支える知・
徳・体の調和のとれた子どもを育成することが学校教育の責務である。また、グローバル化し
た世界をリードできる人材として、高い知性や国際社会から尊敬される品格をそなえた「忠恕
の心、支え合いの心」を大切にした人間性を育てることが求められている。そのためには、こ
れからの社会を生きる子どもたちに求められる「自立、協働、創造、社会貢献」等を基に、知
恵を磨き合い、高め合い、心を結び、誇りをもって、未来社会を創造しようとする確かな意思
と力を育むことが重要である。
　私たち校長は、埼玉大会における副主題「共に生きる知恵を磨き 心結ぶ未来社会をつくる
誇り高き子どもの育成」を基盤に据え、小学校教育の推進に全力を傾注し、国民の信託に応え
ようとするものである。
　ここに、第66回全国連合小学校長会研究協議会埼玉大会の総意に基づき、次の決意を表明
し、その実現を期する。

記
一、新たな知を拓き 人間性豊かな社会を築く 日本人の育成
一、共に生きる知恵を磨き 心結ぶ未来社会をつくる 誇り高き子どもの育成
一、確固たる教育理念に基づく創意と活力に満ちた学校経営の推進
一、「生きる力」を育てる創意工夫ある教育課程の編成・実施・評価・改善
一、道徳教育を中核に据え命の尊厳を重視した心の教育の一層の充実
一、主体的に判断し行動できる子どもを育成する防災教育の推進
一、学校の自主性・自律性の確立と家庭・地域社会との連携・協働による教育活動の充実
一、安全で安心できる教育環境づくりの一層の推進
一、校長自らの研鑽と教職員の資質能力の向上を図る現職教育の充実

　　右、宣言する。
　　　　　　　　　　　平成26年10月24日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第66回全国連合小学校長会研究協議会埼玉大会

大　会　宣　言

『未来をつくる誇り高き子どもたち』
（要　旨）

シンポジウム
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小泉　シンポジウムの流れとして、始めにテー
マ「未来をつくる誇り高き子どもたち」をもと
に「これからの教育の在り方、進む方向性」に
ついて四つのキーワードで話を進めたい。「夢
を叶える過程」「夢の実現に向けた人との関わ
り」「新たな価値を創り出す（協働）」そして、
最後に「子どもたち、校長への期待」について
お話を伺いたい。
堀尾　私は岡山で生まれ、父の仕事の関係で山
形、愛知、高崎、横浜など全国各地を転校した。
小学校₆年生の₁学期に
埼玉県に転校した。担任
の先生は、学校の成績順
に子どもを並ばせていた。
ある時、算数の成績で順
番が前になると、先生が
友達に「お前たちは、転
校生に負けた」と言った。その時、「自分はま
だ転校生なんだ」と傷付いた思い出がある。大
学には₁年浪人して入り、在学中は文学座でも
活動した。₂年留年し₆年在学したので、就職
時に大学推薦をもらえなかった。第一志望の
ディレクターは大学推薦が必要だった。アナウ
ンサーからディレクターへの変更も在り得ると
聞き、推薦不要のＮＨＫのアナウンサー試験を
受け、奇跡的に受かりＮＨＫに入った。
山田　本日、ここに置かせていただいた五葉松
は、樹齢150年である。この鉢の中で命を保ち
ながら人から人の手、関わりがないと生きてい
けない植物である。私は小学₁年生の長男と₂
歳の二男の母親であり、校長先生方を頼りにし
ている。清香園は、江戸の嘉永の頃からで父が
四代目で、私は跡取りの一人娘として生まれた。

女の子の憧れる職業
ではなく、12歳頃か
ら跡を継ぐと決める
21歳まで悩んだ。転
機は、18歳の時、両
親と行った10日間の
フランス旅行だった。

色の使い方、料理、水、空気、花のアレンジに
驚くとともに、違和感を覚えた。その時、ここ

は慣れ親しんだ空気ではなく、盆栽は日本文化
の一つで、私はこの中で育った人間だと感じた。
大学に入りマーケティングを学び、盆栽の楽し
さを伝えるナビゲーターになろうと考えた。
林家　私は秩父市で生まれ、両親はテーラーを
営み、忙しかった。私は近所の方が育ててくれ
たようなものだ。中学時代、金八先生のように
生徒と汗と涙を流す先生になりたいと思い、担
任の先生に相談した。勉強し高校、大学に進
めば、教師になれると教えられた。その時に、
「夢を叶えるために勉強をする」という意味が
分かった。美術教師を目指し₁年浪人し、武蔵
野美術大学に入った。夜、アパートで絵を描い
ていたとき、ラジオで偶然落語を聞いて笑っ
た後、温かい血が自分に
流れるのを感じ落語とい
う絵の具に出会った気が
した。人を元気にさせる
ことは落語もデザインも
同じで、その時その時を
一生懸命にやっていると、
神様が導いてくれる。
山田　大学でマーケティングのゼミに入り、ゼ
ミの先生に悩みを打ち明けたとき、悩みをポジ
ティブに転換できる人になる大切さを教えられ
た。有名な会社の商品でも、膨大な予算と人を
使いＰＲしている。盆栽は果たしてどうかと考
えた。日本の伝統産業はプライドがあり、それ
が裾野を広げることの障害になっていると感じ
た。先生の一言で、自分の狭い考えでなく発信
していくことに自分の存在価値があると考え、
盆栽の初心者教室を開いた。これがご縁で、出
版、ＮＨＫの趣味の園芸等で、瞬時に的確な判
断をするプロフェッショナルの方々にも出会う
ことができた。盆栽は長生きで、人生を俯瞰し、
私を叱咤激励し、自分の未熟さも教えてくれる
先輩である。今後も自分を磨いていきたい。
林家　私は、学校の先生にとっては扱いづらい
生徒だったが、見事に対応してくれた先生がい
た。中学では英語の先生が、洋楽が好きなら
歌詞をみんなに紹介し歌うことを勧めてくれ
た。そのうち辞書を引き始め英語が好きになっ
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た。高校のときは、ひたすら天気図を読み上げ
る地学の先生がいて、今天気図を見ると思い出
す。授業の初めに数学とは関係ない津軽の方言
詩集を読んでくれた先生もいた。噺家になり青
森の本屋で、何気なく本を開いたらその詩集に
出会った。何十年か経ち、また出会いをくれる
先生に幸せを感じる。美術に導いてくれた先生
は、小さい事に感動する心を養っておくと、人
に感動を伝えることができると教えてくれた。
今、落語家になって、感動しながら生きている。
堀尾　ディレクターになりたくてＮＨＫに入っ
たが、アナウンサーという仕事が面白くなった。
日本という国は、「読み書き」が中心で「話す」
ということが少ないと感じている。ニュース原
稿も書き言葉であり、私たちは書き言葉の中で
育てられてきた。日本語のスピーチという勉強
は、私の時代には無かったと思う。ＮＨＫ時代
は、服のセンス等でもクレームをいただき、こ
れもコミュニケーションの第一歩と感じた。ま
た、ニュースを読むアナウンサーは、悲しい、
嬉しいで表情を変えないなど、事実を伝える大
切さを教えられた。
林家　大学₃年の時、ラジオで落語に出会い人
生が豊かになった。私には、気持ちがもやもや
した時、これを無くす落語という引き出しがあ
る。子どもも同様に、落語に接し、元気をも
らって、明日学校へ行こうという気持ちになる
といい。私は今、子どもたちの近くに、落語に
出会うきっかけをつくろうとしている。今は、
情報、映像が押し寄せていて想像する機会が少
ない。子どもたちには、想像力を働かせ、落語
を楽しんでほしい。
堀尾　今は、スマホやインターネットなど情報
が多く孤独となる装置が溢れている。小学校時
代には、対人で話をする楽しさを味わわせたい。
特に、10代の教育が大切であるとつくづく思う。
若い人が恋愛をしない、傷付きたくない傾向も
ある。人口減、少子高齢化もあり、このままだ
と国が成り立たなくなる。子どもたちにとって、
人と人が接することが楽しいという世界を構築
することが大切である。そのためには、学校と
地域がサポートできる体制が大切である。オレ

オレ詐欺の横行は、コミュニケーション力が落
ちていることと関係があると思う。
山田　伝統的盆栽の姿は、一昔前の話である。
盆栽は、お年寄りの趣味というイメージが強い。
若年層、女性も楽しめる盆栽を提案することが
私の使命である。彩華盆栽、新しい鉢による取
組等により、延べ2,000人の生徒がいて、₉割
が女性である。新しい一つのブランド名を提案
することで、客層も変わる。小学校時代に熱中
できたことは、成長した時に大きな支えになる
ことを子どもたちに教えたい。
堀尾　小学校₃年、横浜の時の先生は「今、思
っていることを₁分ずつ教室の前で話してみ
ろ」と言い、みんな思い思いに話した風景が印
象深く残っている。フリートークで自分の意思
を伝えるノウハウの授業は大切である。日本の
東京オリンピック招致のプレゼンテーションは、
ニューマン氏が₁年間鍛えてできたものである。
「話し言葉」の魅力を学校で是非教えていただ
きたい。
山田　小学校で盆栽を教え₉年目を迎える。一
生懸命に盆栽をつくると、90分の授業でトイレ
に立つ子どもは一人もいない。本当にやりたい
ことが見付かると、簡単に諦める社会人にはな
らない。頭が素直で純粋な小学校時代に、いろ
いろな人が学校に来て体験させることが大切で
ある。広い世の中、様々な人を知ることで、子
どもたちの視野が広がる。自由度が高い総合的
な学習の時間は素晴らしいと考えている。
林家　子どもたちには、多様な仕事をしている
大人に出会ってほしい。人はすべて出会いによ
る。師匠は選べるけれど、兄弟子は選べない。
がっかりするのではなく、自分の状況を考え学
ぶ機会にしたい。校長先生方には、子どもたち
に出会いをつくっていただきたい。

１　開　　式
₂　あいさつ	 堀竹　充　大会会長
	 高瀬　浩　大会実行委員長
	 山本晃久　次期開催県代表
₃　閉会のことば	 石丸真平　大会副会長

閉　会　式
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	 進行　宇田	庶務部長
１　開会のことば	 加藤	副会長
₂　会長あいさつ（要旨）	 堀竹	会長
明日の全連小埼玉大会に向け、全国の理事の
皆様に学校の現状について₃点お話しする。
⑴　子どもの安全・安心について
児童虐待については、痛ましい事件が繰り返
し報道され、学校の対応についての指摘もある。
明確な対応マニュアルの整備が必要である。就
学時健康診断の欠席家庭には、訪問による安否
確認をする等の対応を検討する必要がある。自
然災害では、夏の集中豪雨等による被害に子ど
もが巻き込まれる事例も増えている。登下校時
間の対応と迅速な連絡方法、外部との連絡方法
の確保、通常登校か否かの判断等、行政と連携
した一定基準の設定等、自然災害に備え行うべ
きことがある。また、今年は東京で、デング熱
感染が騒ぎとなり、校外学習に影響が出たとこ
ろもある。学校は、エボラ出血熱も含め未知の
感染症についての知識を深め、発生時の対応マ
ニュアルについて行政と検討する必要がある。
⑵　教育改革の動向について
中央教育審議会での話題は、小中一貫教育の
制度化である。小中一貫教育の制度化の動きに
ついては、₈月末から小中一貫教育特別部会で、
制度設計の基本的方向性と総合的な推進方策が
議論され、10月末には、答申素案が提出される
方向で進んでいる。11月中旬のパブリックコメ
ントを経て、12月末に総会で答申がなされ、来
年の通常国会に法案として提出されることにな
る。教員養成部会では、小中一貫教育に対応し
た教員免許制度の在り方が審議され、小中一貫
校教員には、小中両方の免許取得が望ましいと
いう方向で議論が進んでいる。また教員養成で
は、養成、採用、育成を一体化して進める制度
の在り方の検討が進んでおり、10月末には報告
案が審議される予定である。
⑶　小学校英語の教科化について
英語教育の在り方に関する有識者会議が開か
れ、小学校の英語教育の具体的な考え方が報告

された。英語教育のねらいについては、学習指
導要領で、小・中・高での学びの円滑な接続、
英語を使い何ができるかという観点から一貫し
た教育目標を示すとした。特に小学校では、中
学年から外国語活動を開始し、コミュニケー
ションの素地を養うとともに言葉への関心を高
め、高学年では身近なことについて基本的な表
現によって「聞く・話すこと」等に加え、「読む・
書く」の態度の育成を含めたコミュニケーショ
ン能力の基礎を養う等、一歩踏み込んだ方向性
が示された。また教科となった際の授業時数や
位置付けは、教育課程全体の中で専門的に議論
するとしている。高学年で教科化した際の評価
については、文科省の研究指定校の実践をもと
に検討するとしている。教科書、ＩＣＴを含め
た教材は、文科省において作成するという報告
もある。英語指導の専門性を高める免許法認定
講習、中学校の免許取得促進、一定の指導力の
あるＡＬＴの配置等の課題がある。
国による新たな教育の方向性が次々に示され
る中、全連小では、全国の校長の意見を踏まえ
学校からの声を届けていきたい。
₃　報告	 司会　石丸	副会長
⑴　会務・事業・活動の大要	 宇田	庶務部長
⑵　会計	 長谷川	会計部長
　・基金管理状況　　　・負担金納入状況
⑶　研究大会について
　・埼玉大会について	 高瀬	埼玉県会長
　・山口大会について	 山本	山口県会長
　開催日：平成27年10月22日（木）・23日（金）
　副主題：「志を高くもち	未来へ向かって	

共にたくましく生きる子どもを
育てる学校経営の推進」

⑷　要望活動について	 高橋	対策部長
　・	平成27年度の「小学校教育の充実に関する
文教施策並びに予算に関する要望事項」を
文科省₁班、財務省₁班、総務省₁班の合
計₄班に分かれて行った。

　・	要望活動に関わって₉月₁日付で小学校教
員の業務実態調査を理事の皆様にお願いし

第218回　理　　事　　会
10月22日（水）午後１時45分開会　　　　　　　　　　　　　ホテルブリランテ武蔵野
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た。
⑸　東日本大震災被災地視察等について
①　被災地視察及び懇談会報告	 高橋	対策部長
₈月27日（水）に、堀竹会長他₄名で本年度
は福島県を訪問した。₃カ所の学校を視察した
が、「中学校との同一校舎を使う」「閉鎖した工
場跡地を利用する」など、教育活動を進めるの
に困難な状況を感じた。また、現在₆校中₂校
が開校している所でも、児童数が激減している
状況があった。
懇談会では、児童の心のケア、学力・体力の
低下、仮設に居住する児童への対応の困難さ、
加配教員やカウンセラーの配置の必要性が話題
となった。
②　岩手県より報告	 多田	理事
義援金を含め物心両面からの支援に対して感
謝申し上げる。被災した各学校へ分配するとと
もに震災記録集「未来を信じて今歩き始める」
の編集発刊をしたところである。また、震災メ
モリアル事業として震災を風化させず子どもた
ちに語り継ぐために「津波はいつかまた来る」
という紙芝居の作成をしている。
「学舎の復興」が大きな課題であるが、現実に
は間借り、仮設、学校の統合などがあり厳しい
状況である。本年度被災₃県の中で第₁号と
なる新築校舎ができたのがよい報告である。児
童の心のケア、体力の維持、職員の加配が今な
お必要な状況である。
「生きる、関わる、備える」の₃点を大切に
して復興教育に取り組んでいる。
⑹　その他
　・海外教育事情視察報告	 宇田	団長
　・日韓教育文化交流の報告	 大橋	広報部長
₄　情報交換	 「土曜授業の実施について」
	 司会　荘司	常任理事
　・国の動向について	 小泉	調研部長
土曜授業は代休日を取らずに実施するもので
ある。26年度は24年度に比べて実施が倍増して
いる。これまでは大都市が多かったが、地方も
含めて増加傾向にある。国の新規事業として24
地域がモデル地域に指定された。国の予算も増
加している。学校支援地域本部の実施と併せて
検討されているところが多い。教育委員会制度
の変更に伴って、首長の意向が大きく影響しそ

うである。次の学習指導要領では授業のコマ数
についても検討されそうであるが、それと合わ
せた検討が必要である。
北海道　11校が指定を受けている。体験的な学
習や地域興し、ふるさと体験、農業体験などが
中心課題である。
宮城　管理規制の見直しを行った。年間₇日間
を限度として校長判断で授業を行える。モデル
校や協力校として実施している。
千葉　野田市は全校実施。毎月第₂・₄土曜日
年間17回実施を予定。補充・定着・発展をねら
いとしている。長期休業中の代休確保のため、
夏休みに10日間一斉休業を行う。
岐阜　26年度より全小中学校で月₁回、年間10
回実施。地域行事やスポーツ少年団への影響が
大きい。
大阪　年₆回実施。縦割り活動、学習発表や学
校行事、土曜参観等を行っている。代休の振替
が難しく、施設開放に影響もある。
岡山　年間₃回程度が多いが、月₂回を上限と
して実施できる。基礎基本の定着、平日の授業
の確保ができているが、児童生徒への負担が増
えてきている。
高知　₉市町村20校が実施。県民世論調査では
58％が賛成。学期₁回13校、月₁回₇校。授業
時数の確保、子どもたちの居場所づくりが主な
ねらい。地域行事、スポーツ教室、塾等への影
響が大きい。
福岡　県教委の通知により実施。開かれた学校
づくりの推進がねらい。月₂回を上限とする。
振替のできる期間が変更された。国の間接実施
事業として実施され、必要な費用の₃分の₂を
県が負担する。月₂回を上限として年10回を標
準としている。約₇割が実施している。
₅　連絡・その他
⑴　広報部より	 大橋	広報部長
　・教育研究シリーズ第52集の購読協力依頼
⑵　広島県より	 西本	広島県会長
₈月の集中豪雨による大規模災害に対しての
物心両面からの支援に感謝申し上げる。見舞金
は広島県ＰＴＡ協議会と共に対応を協議してい
る。人的被害や物的被害に対して十分な対応を
していきたい。
₆　閉会のことば	 加藤	副会長


